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1 .特

お買い上げいただきまして誠にありがと うござ い ます。

ご使用に際し，本機の性能を十分発揮していただくために，

本説明書を最後までお読みいただき，正しい使い方により末長

くご愛用くださいますようお願い申し上げます

'UIIII叫11111411111• ・IIIIMlllll•UI’E・’um，，，’IIU• ‘”’E’B・E・II’E ‘””’h・Ill”， um,,,11111目 Ullll•UIIIM’1111,mm,,11111-mm,mm,mm,m・E・•111111•111111叶’IIU•・IIIU•・nm目 llllll•IIIIU•UIII・目， 11111,111111,m”’··•111”、

“お願い”

お買い上げいただきました製品は，厳重な品質管理のもとに生産されて

おりますが，万一運搬中の事故などにともない，ご不審な箇所または破損

などのトラブルがありましたら，お早目にお買い上げいただきました販売

店または保証書に記載されているサービス窓口にお申しつけください。

また，アフターサービスのご依頼時や引越のさい，本機を梱包している

ダンボール箱（含梱包材）を使用しますと，大切な機器を保護するのに便

利です。ダンボール箱は，是非保管されておくことをおすすめします。
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． 特長
1. 144MHz帯， 430MHz帯の両バンドにわたって， FM,SSB(USB, 

LSB),CWの全てのモードを十分に楽しめる，アマチュア無線用

オールモード・デュアルバンドトランシーパーです。

・マイクロコンビュータ一制御による高安定 VFOと豊富な付属

機能

・トリオ伝統の技術につちかわれた FM とクリアなサウンドを誇

る SSB 

・vox回路内蔵

・サイドトーン内蔵，セミブレークイン運用も楽しめる Cw 

•1更いやすい 1 ノてンド， 1 MHz, VFOは O～ 999.98kHzでストッ

プおよび 1MHz幅をエンドレス可変の切替え回路付。

2. オールモード対応のデジタルディスプレイ機能を内蔵していま

す0

・ディジタルディスプレイには，グリーンの蛍光表示管採用

・lOOHzまで直読可能の周波数， 7桁ディジタルディスプレイ

・モードを切替えた場合，キャリア位置が読みとれる周波数表示

・VFO Aまたは Bの外に任意の周波数をメモリーできる固定チ

ャンネル，コールチャンネルの周波数も表示

・一目で判別できる 2VFO(F/, b表示），固定チャンネル番号

C/-8表示），コールチャンネル（［表示）のファンクション用

表示ティスプレイ

•FMモードでは自動的にlOOHzの桁の表示を消灯，また FM-CH

使用の時は， 1 kHzの桁以下の周波数をクリアするディスプレ

イセレクト回路採用。

3.操作機能を徹底的に追求しています。

・デジタ lレVFOのステップは， SLOW(20Hz毎）， FAST(200Hz 

毎）の 2スピード切替え方式を採用。

•VFO ツマミは回転トルク可変機構採用

•FM運用時VFOツマミは，通常のVFO と 20kHzステップのチャ

ンネル（ラリック機構）動作の切替回路付（モード SW連動）

また偶数チャンネル（00, 20, 40, 60, 80）と奇数チャンネル

(10, 30, 50, 70, 90）の切替回路付

・バンド切替スイッチは， UP用， DOWN用のプッシュ式のスイ

ッチにより， 144MHzから440MHzまで1MHz毎に12バンド連続

可変

・送・受信ともに， RF回路の同調操作を省いたワイドバンド幅

設計

・人間工学を考慮、したパネルレイアウト

・操作状態を適確に判断するための各種の表示機能（ONAIR表

示， FM送信時の HI/LOW表示， F-LOCK表示， RIT表示，

SLOW/FAS Tおよび、＋lOkHz表示，パックアップ電源ON/OFF

表示）

・送・受信の出力レベルを歪なく常に一定に保つ増幅型 AGC,

ALC回路内蔵

4.豊富な付属機能により，快適な運用を楽しむことができます。

・固定チャンネルは，マイクロコンビューターの RAMへのメモ

リ一式ですから，常に自由な周波数の記憶・消去可能（ 8チャ

ンネル）

・メモリーのデータを保存するための，パックアップ電源回路付

・スキャン回路，サーチ回路の採用

•VFO ，固定チャンネル， CALL チャンネル，共に使用できる

RIT回E各イ寸

・周波数ロック回路の採用

・パルス性雑音除去に威力あるトリオ独自のノイズプランカー

(NB）回路内蔵

・ Sメーター（RFおよび、ALCメータ一切替付）およびセンターメ

ーターの 2メーター採用

•FM 時は，近距離との交信に便利な送信パワー HI/LOW切替

1ぇ機能付

•AUX 端子付

5. 固定用途はもちろん，移動運用でも完壁です。

•AC/DC 両用の 2 電源

・移動に便利な取手付

・騒音の中でも強い，低周波大出力（2.5W/4!l)

・7.5cmの丸形スピーカー内蔵。また外部スピーカーも接続可能
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2. ご使用の前に

電波を発射する前に JAIA 
2. 1 付属品について

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があり運用

されています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマ

チュア局が電波法令を満足していても，不測の電波障害が発生する

ことがあり，移動運用の際にはじゅうぶんご注意ください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要の場合は管

理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車輔内，業務用無線局及ぴ中

継局周辺等。

参考無線局運用規則 第 9章 ア マ チ ュ ア 局 の 運 用

（発射の制限等）

第 258条

アマチユア局は自局の発射する電波が他の無線局の運用又は｜ TS m は直射日光をさけ，乾燥した風通しのよい場所をお選び

｜ ください。またモービル運用時には放熱に十分注意したうえで設置
放送の受信に支障を与え，若しくは与える虞があるときは， ｜ 

｜ していただくようお原買いします。
すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければな l

らない。

以 下 略

2.3 マイクおよびヘッドホーンの接続について

TS 770には，つぎの付属品があります。お確めください。

取扱説明書・・・・・・・ー・…ー・…・・…・・・・ー 1

保証書・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・－一......1 

ヒューズ（ 3 A）・・・・…ー・…...........1 

脚（ねじイ寸）・・・・…一－－－－－…・・・・・・・・・・・ 2 

スピーカー・プラグ・・・・・・・・・・・・・・・ ••. 1 

DINフ。ラ グ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

AC電源コード（コネクタ付） .••..• 1 

2.2 設置場所について

マイク
インピータンス500～ 600Qの良質のマイ

クをご使用くださ L、。なお、マイクに音

声回路と独立したスイッチが、付属され

ている場合（図 A-b）、 Bのように配線す

ることにより PTT運用が可能になります。

ただし、マイクラインのアースイ則とスイ

ッチの片側とを共用している 3端子のも

のはイ吏用できません。

図 1

A 

ヘッドホーン

ヘッドホーンは当社の通信機用ヘッドホ

ーン（HS 4、HS 5）が最適です。

コード側から見たところ
HS-5 

マD~Jり什
PTT用に適さない

マ［／~［［巨
トランス Jて7一4

b p 

PTT用マイク口ホン

h
J
 

イ
ア
当

マ
一
一
一

マイクロホンの接続図 且
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本機には、放熱用ヒートシンタが後面

についていますので底面および後面を、

あまり机や壁に接近させると放熱効果

が低下しますのでご注意ください。

車載運用の場合、放熱に十分注意し、

特にセット後面が直接シートに接する

ことがないように、また、直’接振動を

受けないような場所を選んで設置して

くた、さし、。

2.4 アンテナ，電源等の接続について

車載の場合本機は、 12Vノぐッテリー用

です。（消費電流は送信時 6Aぐらい流

れます。大型車などの24Vバッテリー

には使用できません。）

430MHz 
図 2 エレキーを使用する場合

アンテナ

インピーダンスが50Q系の

ものをご使用ください。本

機への接続には M型同軸接

栓（ M型コネクター）が適合

します。

ム云書調一

144MHz 

詳細は 10頁を参照

してください。

接地

感電防止、 TVIおよぴBCI防止のため接地

効果の良い地面を選んで、アース線を接

続してくださ L、。接続する線はなるべく

太い線を用い、最短距離に配線し、接地

電極（市販のアース棒や銅板等）を地中深

く埋めてくださし、。このアース糠が長く

なると、アース線に電波がのってしまい、

不要輯射の原因ともなりますので注意が

必要です。

極性に注意してください。

電鍵（KEY）グー￥隼
電鍵 脇 W 捌

cw運用の場合、電鍵に

フォーンプラグを取り

付けて接続します。

MEMORY B.U 
KEY EXT SP 

OFF ON 

0 E二コ 0 

外部スピーカ一

本機には小型スピーカーが内蔵されてい

ますが、タ十音Eスピーカーをごイ吏用になる

場合には、付属のスピーカープラグをご

イ吏用ください。外部スピーカーは、イン

ピーダンス4-8.0で、高士或およびイ忌1或カ〈イ忌

滅されている通信機用スピーカーのご使

用をおすすめします。なお、本機の外部

スピーカーには、 SP-70が最適です。外

部スピーカーブラクを差し込むと、内部

スピーカーは切れます。 PHONES端子は、

レベル調整用の抵抗が付加されています

ので、外部スピーカーの取り出しには不

適です。

I il:::7:~-~ 
⑬。咽仁コ

。

011011 110 

。。

官
ー電源の接続

各電源コードに付属している 4p角型コ

ンセン卜にはストッパーがついています

ので、セットに装着するときにはストッ

ノ〈ーを指で押え付けながら、確実にセッ

卜のストッパー止めにはさみ付けます。

抜き取る場合は、同様に指でストッパー

を押え付け、ストッパー止めからはずし

＼ て抜きとります。
－よ～＼

スピーカープラグの接続

接続時には、AF出力を短絡しないように

注意してください。また、高周波のまわ

り込み防止のため、シールド糠を使用し、

なるべく短〈配線してください。

電源

電源コードを取替えることによって、 AC電源（ACIOOV）およびDC電

源（DC13.8V）での運用ができます。（DC電源コードは別売）

電源コードの取付け、交換時には必ず次のことを確認、チヱックして

くださ L、。

I. 電源スイッチをOFF、スタンパイスイッチをRECにします。

2. 電源コードをACソケッ卜またはバッテリーより取りはずします。

（特にAC時に注意してください。）

以上の操作は、セットの破損防止、感電防止のために重要ですので

必ず行二なってください。
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各部の名称とその説明3 
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①
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⑬

⑭

⑬

⑩

⑪

⑩

⑩

 

前 面J＇＼ネル

番号の前に※印のついている項目は“運用方法”の項目で詳

細説明しであります。

3. 1 

0:主） ※⑤voxスイッチ

cw運用時のセミプレSSB運用時のvoxオベレーション，FM, 

①メータ（ A) 

3種類の表示を行う機能を持っています。受信時には s（受信信

その強度を 1～ 9および 9+20dB 号強度）メーターとして動作し，

9 +40dBの目盛によって表示します。送信時には送信（RF）出力信

いはALCメーターとして動作します。受信時は，スイッチの切替え

にかかわらず Sメーターとして動作します。

(FM, FM-C Hの時は， ALC位置でメーターは動作しません。）

※⑦ NB（ノイズプランカー）スイッチ

SSB,CW運用時自動車のイグニッションノイズのようなノマルス

性ノイズの多い時にお使いください。ノイズが消え微弱な信号も快

適に受信できます。

(F Mモードの時は動作しません。）

※ ⑨ LOW POWERスイッチ

送信時に RFメーターあるこのスイッチを切替えることにより，

長句F Mの送信出力切替スイッチで LOW側に倒すと送信出力は，

すと，送信電力増幅部へのドライブ（入力）電圧を指示しますので

メータ一指針がALCゾーンを越えないように， Ss B時は MICゲイ

ンツマミを調整してお使いください。 ALC位置でも受信時はSメー

ターとして動作します。

②メーター（ B) 

センターメーターです。 FM受信時VFOツマミを回して相手局の

信号（メーターの振れ）をセンターメーターの中央に合わせます。

(SSB, CWでは動作しません）

③ POWER （パワー）スイッチ

上に倒すと電源 ON，下へ倒すと OFFとなります。

④スタンパイスイッチ

スイッチが下のときには受信，上で送信に切替わります。 SEND

またメータ一切替えスイッチを ALCにしま号の強度を示します。

動作しません）lWとなります。（ FM以外のモードでは，

⑨ ON AIR （オンエア）インジケーター

送信状態になると点灯します。

マイクのPTTスイッチを押すと送信また，

に切替えることができます。

6 

ークインオベレーションを行ニなうためのスイッチです。 MAN側では

PTT運用またはスタンパイスイッチによる運用， vox側ではvox

運用やセミブレークイン運用ができます。

⑥メータ一切替スイッチ

は送信状態を示します。



⑩ LOW POWERインジケーター ※⑫ VOX GAINツマミ

FMの送信出力がLOWの時（LOWPOWE RスイッチON），点灯 vox利得調整用のツマミです。 vox動作が最適になるように調

します。 整して，お使いください。

⑪ F・LOCKインジケーター ※⑮ VOX DELAYツマミ

運用 VFO周波数をロック（固定）するために， LOCKスイッチを voxを使用するときに，送信から受信へ復帰する時聞の長さを調

ONにした時に点灯します。 整してください。

⑫ RITインジケーター ⑮ SSB MIC 

RITスイッチ ONの時に点灯します。 SSB運用時のマイクアンプの利得調整ツマミです。 ALCメータ

⑬パックアップインジケーター ーが ALCゾーンを越えないように調整して，お使いください。

背面パネルにある MEMORYB.Uスイッチを ON側にした場合に ⑮ CAR（キャリアレベル）ツマミ

点灯します。このインジケータ一点灯中はPOWERスイッチのON- C W運用時のキャリアレベルを調整するツマミです。他のモード

OFFに関係なくマイコンの周波数メモリー内容が保持できます。 では動作しません。

⑭ MICコネクター ⑮ RITツマミ

マイクの入力端子と PTT回路があります。 RITスイッチ ON時に，受信周波数を変えるツマミです。このと

⑮ PHONES（ホーンズ）ジャック き，送信周波数は変化しません。ツマミの中央（“ O”の位置）が

インピーダンス（ 8-16.0）ヘッドホーン用端子で，プラグを入 RIT-OFFに一致します。

れると，内蔵スピーカーの音は切れます。 ※⑫ SQUELCH（スケルチ）ツマミ

⑩ MODE（モード）スイッチ スケルチ調整用のツマミです。時計方向に回すとスケルチが動作

•FM-CH FMモードで機械的にVFOはロータリー50チャンネル します，なおFM, FM-CHモードのとき動作します。

スイッチに変わります。（20kHzステップ） PUSH SCAN FWDスイッチ

•FM, LSB, USB, CWの各モードを切替えVFO動作です。 FM-CHモード，でスキャン動作のとき，信号が入るとスキャン

⑫ TIGHTレバー がストップします。その時，さらにスキャンを続けたいとき，このツ

VFOダイヤルツマミの回転トルクを重くしてセットの振動等によ

る回転を押えます。

※⑩ CALL-CHスイッチ

145MHzのスイッチをす甲すと 145.000. 0MHz, 433MHzスイッチを

押すと 433.000. 0MHzのCALL（日乎ぴ出し）CHに，ワンタッチで移iり

ます。両方のスイッチを押した場合は， 145.000. 0MHzとなります。

⑬ VFOダイヤルツマミ

各バンド毎に 1MHzカバーの VFOです。

⑩デジタルディスプレイ

送・受信周波数を表示します。

なお， CALLのときは， 145.000.0または 433.000.0の表示をし

ます。

⑫ファンクションスイッチ

•FIX ：固定チャンネル運用となり，固定チャンネル（ 1～ 8 ch) 

をFIXCHスイッチにてH乎ぴ出すことができます。デジタルデ

ィスプレイ部にその時のチャンネル番号（ 1 -8 ch）が表示され

ます。

•A: VFO A として重力イ乍します0

・B:VFO Bとして重力イ乍します。

•A B：受信時 VFO A，送信時 VFO B として動作します0

・B-A：受信時 VFO B，送信時 VFO A として動作します。

マミを押しますと，再ぴスキャンを始めます。

⑮ AF GAINツマミ

受信時の低周波出力レベルを調整するツマミです。時計方向へ回

すと音量は増加します。適当な音量でお使いください。

※⑮ RF GAINツマミ

受信機の高周波増幅段の利得を調整するツマミです。時計方向へ

回し切った位置が利得最大となり，反時計方向へ回し切った位置が

利得最小です。通常は時計方向へ回し切った位置で使用します。

※⑩ S/F, + 10kHzスイッチ

VFOの時，周波数ステップを SLOW(20Hz）か FAST(200Hz）に，

また，モード FM-CHのときは20kHzステップを偶数チャンネル（0,

20, 40・ー）と奇数チャンネル (10, 30, 50…）に切替えるスイッチ

です（十lOkHz）。ノンロックスイッチで一度押すごとに切り変り，

運用状態は， FAST/+lOkHzインジケーターの点灯で示します。

※⑪ RITスイッチ

RIT回E各の ONOFFスイッチです。

※ ⑫ SCANスイッチ

SCAN重力イ乍を ONOFFするスイッチです。

※⑮ SEARCHスイッチ

SEARCH重力イ乍を ON-OFFするスイッチです。
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⑩ F, LOCKスイッチ ※⑩ BANDスイッチ

使用中のVFO周波数を電気的に固定するスイッチで，このスイッ BAND（周波数）切替え用のスイッチでUP用， DOWN用のプッシ

チを ONしておきますと， VFO(A,B共に）を回しでも周波数は動 ュスイッチです。 UPのスイッチを押すと 1バンドずつ上り， DOWN

きません。またFAST/+lOkHzスイッチも使用時の位置で固定きれ のスイッチを押すと 1バンドずつ下ります。 UPあるいはDOWNの

ます。長時間閉じ周波数で運用する場合や，車載運用時にご使用〈 スイッチを押続けると約 0.5秒間隔で自動的にバンド UP, DOWN 

だきい。 します。 BANDスイッチは， 144, 145, 430, 431 ・ ..と連続して切替

なお， F LOCKスイッチ ON時も RITスイッチは動作します。 わります。また， UP用， DOWN用プッシュスイッチを同時に押し

また， BAND,SCAN, SEARCHスイッチも動作します。スイッチ た場合は UPになります。

ON時は， F-LOCKインジケーターが点灯します。 ※⑨FIX CHスイッチ

※⑮ MEMORYスイッチ 固定チャンネル（ l-8ch）の切替え用スイッチです。 FUNCTION

FIX（固定）チャンネルに希望周波数をメモリー（記憶）きせるスイ S WをFIXにして，このスイッチを押すと固定チャンネルが， 1ch 

ツチです。 ずつUPします。スイッチを押し続けると約0.5秒間隔で自動的にチ

② 

① 

ャンネノレカfUPします。

なお， 1, 2，… 8 chまで UPしますと，つぎはまた 1chに戻り

ます。

⑩ FAST/+10kHzインジケーター

S/F, +lOkHzスイッチが ONにした時点灯します。

⑫⑬⑭  

⑧ 

⑦ 

3.2 背面パネル

① 144MHz ANT （アンテナ）コネクター ⑤ EXT.SP（外部スピーカー）ジャック

144MHz帯用のアンテナ接続用端子です。 外部スピーカーの端子です。（インピーダンスは 4-8.0です。）

② 430MHz ANT （アンテナ）コネクター ※⑥MEMORY B.Uスイッチ

430MHz帯用のアンテナ接続用端子です。 FIXチャンネルの周波数等を， POWERSWを OFFした場合に

⑧ヒートシンク も，マイコンのメモリーに残しておく時にMEMORYB.Uスイッチ

ファイナル部トランジスタ放熱および電源用のトランジスタのヒ をONにします。 MEMORYB.UスイッチをONにするとマイコンに

ートシンクです。 パックアップ用電源が供給されます。ただし電源コネクターに AC

④ KEY（キー）ジャック ケーブルか DCケーブルが使用状態で接続されていることが必要で

C W送信のとき，電鍵（KEY）プラグを差し込みます。 す。パックアップ中はパックアップインジケーターが点灯します。
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※⑦AUXコネクター

リニヤアンプ等のコントロール， 外部スタンパイを行う時に，使

用する端子で，付属の 7 Pコネクター（DINコネクター）を使って

外部接続してください。

⑧ B.U BATT端子

外部バッテリー BU-1をつなぐ端子です。

⑨ FUSE（ヒューズ）

TS-770は 3A，のヒューズが入っております。切れた時は，

を十分確めてから付属のヒューズとお取り替えください。

⑩ GND（アース）端子

アース線を接続する端子です。

※⑪電源コネクター（AC, DC共用）

原因

付属の AC電源ケーブノレAClOOV用，また当社指定の DCケーブル

DC13.8V用をおイ吏いください。

⑫ FM  MICツマミ

F M送信時のマイクゲイン調整用ツマミです。

⑬ SIDE TONE（サイドトーン）ツマミ

C W運用時のモニター用のサイドトーン音量ツマミです。

⑭ ANTI VOX（アンチボックス）ツマミ

vox使用時の ANTIVOXゲイン調整用ツマミです。

3.3 ケース内部の切替スイッチ

（ケース上面を外して，

切替わります。）

コネクタを 1ピンずらして差し替えると

① DISP(NORM‘， I>) 

NORM‘の位置にすると，パネル面の周波数表示（ディジタルデ

ィスプレイ）を使！用する MODE！こより， 運用上必要のない未尾の桁

を消灯します。 F Mのとき lOOHz, FM-CHのとき lkHz台以下を

消灯します。切替えてbの位置にすると常に全桁（ 7桁）表示とな

ります。出荷時は， NORM‘の位置です。

FUNCTIONスイッチがFIXにある時は，常に全桁（ 7桁）表示し

ます。

② VFO(END‘， I>) 

END‘の位置にして， VFOを回しますと周波数は O～ 999.9でス

トップします。逆にじ〉の位置にして VFOを回すと周波数は， 999.9

のつぎにまた， 0に戻りエンドレスになります。出荷時はEND....の

位置です。

なお， FM-CHのモードは，

スです。

この切替えに関係なく常にエンドレ

⑧ BZ(ON‘， I>) 

BANDスイッチ， FIXCHスイッチをf甲したとき，さらにVFOを

エンドレスにして999.9→ 0に切替える時に“ピッ”と音がでます。

この音を ON, OFFするスイッチです。出荷時は ONの位置です。

⑧ 

② 

① 

闘志

騎事
~I 日 U u I 

応蕊魚、

電調’ ‘纏

図3 ケース内部の切替えスイッチ

明
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4. こfイ吏用にあたって

4.1 アンテナについて
アンテナの種類

トランシーパーの性能は，使用するアンテナの性能により，大き アンテナは，使用する目的により，固定局用，モービル用として

く左右されます；。 TS-770の性能を十分に発揮きせるためには，良 選択してください。固定局用には，八木アンテナ（指向性アンテナ図

いアンテナを良い条件で，正しく調整された状態で使用することが BB.①，③），グランドプレーン（無指向性アンテナ）とがあります。

大切です。 固定局用のアンテナについては次の三つの条件を考慮、して，設置

144MHzと430MHzの共用について

TS-770 は144MHzと430MHz送信出力が独立してアンテナへ供給

する形になっております。アンテナは調整（マッチング）の簡便き，

アンテナによる損失を防ぐ意味で， 144MHzと430MHzは別々に用意

され，個々に最適状態で運用されることが良好です。しかし運用さ

れる条件（場所，設置等）で市販の共用アンテナをご使用になる場

合は，十分にアンテナの取扱方法を理解し，運用してください。つ

ぎに共用アンテナの接続例を示しますので参考にしてください。

（注I)共用アンテナに共用器が内蔵しである場合は別に共用器は不

用です。

（注2）共用器はアンテナ切替器（430MHzまで使用できるもの）でも

使用できます。

（注3）決して共用器なしで接続しないでください。

10 

144MHzケーブル

430MHzケープル

1441430MHz 
共用アンテナ

共用器（デパィデイ

ングフィルター）

図4 共用アンテナの接続例

してください。

アンテナの選び方（良いアンテナ）

アンテナは，使用目的，予算，物理的条件等を考慮して選んでく

Tごきし、。

遠距離通信（DX）や特定方向の相手局との交信には，八木アンテ

ナ等のビームアンテナが適し，ローカル局のように近距離の交信に

は，グランドプレーン等の無指向性アンテナが適します。八木アン

テナの場合は，図 5Bのように，スタックアンテナを使用しますと，

より指向性が鋭くなり，利得が向上します。（図 5参照）

良い条件（良いロケーション）

アンテナは，できるだけ高く設置した方が，電波も良く飛ぴます

し，遠くの局が入感します。図 6のように家が小高い丘の上にある

場合等には，ロケーションが良いといえます。また，このような場

合，同じ周波数を使う他の多くの局の電波も受信できますから，混

信も多く受けることになります。したがって，八木アンテナのスタ

ックを多くした，より鋭い指向性を持たせた，アンテナを使用した

方が良い効果が得られます。



正しい調整（SWR)

アンテナを接続するには，次頁で説明する同軸ケーブルを使用し

ます。 TS 770のアンテナインピーダンスは， 50.0ですから，同軸

ケーブルも 50.0系のものを使用します。また使用するアンテナも，

同軸ケーブルに合わせて， 50.0に調整して使用する必要があります。

このようにインピーダンスを合わせることを，マッチングをとると

いいます。

通常，同軸ケーブルの途中に， SWRメーターを挿入して， SWR

の値を監視します。このSWR（正確には， VSWRVoltage Standing 

Wave Ratio）値は，マッチングの良否を知るためのもので，理想的

なf直は“ 1”となります。

SWRメーターの挿入位置としては，アンテナの給電部が良いので

すが，物理的に無理な場合もあり， トランシーパーの直後に挿入し

ます。ただし， SWRメーターの指示は，その挿入位置により，変化

します。これは， VHF帯にもなりますと同軸ケーブルが10m以上の

場合，損失が無視できなくなるからです。これらのことに注意して，

アンテナ系のSWRを極力1.5以下におさえることが，よい性能を発

揮させるコツとなります。

グランドプレーンアンテナ（無指向性；アンテナ）

信している状態です。それぞれ混信を受けることは

ありませんが、⑤局が同じ周波数で送信しますと、

⑧、⑥局が受信する場合、混信となります。

閉じアンテナを使用しても次のような場合、丘の上にあ

るA局の方が電波が良〈飛びますし、また良好に多くの

局を受信することができます。

図6 アンテナ設置の良い条件

E局の指向性

八木アンテナ

C局の指向性

ビーム方向

多くの局が密集した地域で、同じ周波数を使用して

いる場合、混信を避けるため、ビームアンテナを使

用しますと、それぞれ混信からのがれることができ
ます。

図 5

アンテナの指向性（理想状態を示しています、実際は、

周囲の建物等の影響を受け、パターンはもっと複雑にな

ります。）
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4.2 同軸ケーブルについて

。 。l

~⑥E、Y EXT⑥SP 'f，~口OR~N:U

11{i] 。 。 。

。 。 。

広吉ι• It亙
。 。 。

。 。 。。 。
｜。 。

し~し＿＿：

同軸ケーブルは， トランシーパーの送信出力をアンテナへ，また

受信信号をトランシーパーへ伝えるためのものです。特に， 144MHz,

帯以上にもなりますと，同軸ケーブルの損失の影響が無視できなく

なります。固定局で使用する場合，同軸ケーブルの長きが長くなり

ますので，損失の少ない（太い）同軸ケーブルを最短距離で使用し

てください。

同軸ケーブルの長さが， 10m以上になる場合は， 8D-2V,10D-2V 

等をご使用くだきい。

同軸ケーブルの見方（8D-2Vの場合）

8 外部導体の概略内径

特性インピーダンスの種類を表す。
D 

0・・・・・・500 C・・・・・-750 

2 絶縁方式を示す。 2・・・・・ポリエチレン絶縁形

V・・・・・・一重外部導体編組十塩化ビニール
V 

W・・・・一二重外部導体編組＋塩化ビニール

ナ－アンア

ANT端子

r A. M型コネクターの取り付け方

ト 25mm→｜

～.········•••＜＼｛｝：訴J三＞ .• 

外被をナイフ、カッタ一等で切り取る（編組線をきず

っけないようにすること） ト寸12～ 13mm

C＜＞設；、 ccごバ三札三二；匂よ～ i一一一一

ニの部分にハンダをうすくのせるJ

ナイフ、カッタ一等
（コネクタ一部でハンダ付する時に、
ハンダがのりやすくなります） 10mm で、絶縁体を切りとる。

ト寸 （ニッパ一等で行うと、
三会主三；＼ふ·•.）.···.·····＜｛•....三～r川主主....>1宅事一一一」 芯線をキズつける恐

ナイフ、カッタ一等で編組線を切り F ノれがあります）

取る（ポ山チレン絶縁体をキズつ 1mm / 
けないように） …／  

「ル／
ぷ泌がi/Ii.泌：広三つよi.i·•·.·...•.. ,t二回二一 ーー芯線

ハンダ付する、ハンダをよく流し込み、確実にとりつけること。

（熱しすぎて、絶縁体をとかさないようにして下さい。）

カップリング

（先にケーブルを通しておいて下さい。方向性がありますから 図8
注意して下さい。）
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アンテナ

図 7アンテナ系の調整

I B.アンテナの設置例｜

①八木アンテナをスタック ②グランドプレーン

（積み重ね）した例 アンテナ

国雪U
SWR=l.5以下で防水は、

完全にしてください。

コントロールケーブル



5. 運用方法
5. 1 運用にあたって

V,UHF帯では，つぎのようにJARL（日本アマチュア無線連盟）

の推奨バンド使用区分が決められていますので，ルールに従って運

用きれるよう希望します。

TS-770のように， 2バンドオールモード機の場合， 144MHz帯，

430MHz帯のいろいろなモードでの電波が発射可能なだけに‘’各バ

ンドの使用電波慣習には，十分な注意を払い，運用にあたっては無

用な混乱が生じぬよう，十分な配慮をお願いいたします。

[ 144MHz帯使用区分｜

144MHz 144,100 144,200 145,000 145,500 145,600 145,825 146MHz 

: IJ ARLビーコン｜ [FM呼出周崎｜｜移動用呼出周波数｜
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TS-770は， MODEスイッチを切り替えることにより，次のモー

ドの送受信ができます。

cw （電信）・・・・・・・一－－・モールス符号の送受信。 (A 1) 

LSB （下側波帯）・・・・・・LOWERSIDE BANDの送受信も使用で b

きるようにLSBモードをイ寸力目してあります。

(A3j) 

USB （上側波帯）・ー…UPPER SIDE BANDの送受信に使用し

ます。通常144MHz帯， 430MHz帯では，国

際的習慣により USBが使用されます。

(A3j) 

FM （周波数変調）一・FM電波の送受に使用します。（F3) 

5.2 FMモードでの運用

受信のしかた

電源，アンテナなどの接続準備が終りましたら，図 9のように各

ツマミ，スイッチを設定してください。次に，この設定を確認した

うえで，以下の順序に従って操作をします。

1. POWERスイッチを ONにします。

メーター，ディジタルディスプレイが点灯し，本機が動作開始

したことを示します。

ご注意

POWERスイッチを ONした直後，コールチャンネル表示が瞬間

出た後に周波数表示が出ます。

周波数は144.000MHzを示し， VFOはAを表示します。つぎに，

ご使用になります周波数帯になるよう BANDSWのDOWNかUP

を軽く押して設定してください。

UPもDOWNも1回押すと 1バンドずつ移動しますが，約 1秒

以上押し続けますと自動的に約 0.5秒ステップで移動します。

2. AF GAINツマミを時計方向に回しますと，ノイズまたは信号

がスピーカーから聞こえてきます。適当な音量にセットします。

（無信号時の「ザー」としう雑音を消したし場合は SQUELCH1

ツマミ（使い方は別項参照14頁）を使用します。 J 

3. VFOダイヤルツマミをゆっくり回して，目的の信号が最も明瞭

( sメーターが安定して振れる点）に聞えるように合わせます。

4. メーター（ B）はセンターメーター（中央周波数指示）として

動作します。したがって， VFOダイヤルツマミを回して，相手局

の信号（メーターの振れ）をセンターメーターの中央に合わせま

すと，この点で相手局と送信，受信の周波数が一致します。
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FMの場合， IFの帯域が広いので， 周波数が多少ずれていて

も受信には支障ありませんが， 送信する場合には相手局が固

定チャンネル運用の場合もありますので， なるべく相手周波

数に＊セ、、ロイン（センターメーターの中央に合わせる）する

ように， VFOダイヤルツマミを合わせてください。

受信のための予備セッティング

430MHz ANTENNAへ

ヨ富＝

144MHz ANTENNAへ

図 9

RITスイッチの使い方

RITとは， ReceiverIncremental Tuningの略で，送信周波数を変

えずに，受信周波数のみを約士 2kHz変化させることができます。

（注．このとき， ディジタルディスプレイの表示は変化しません。）

交信中の相手局周波数がずれてきた場合に， RITスイッチを ON

にし（RITインジケーターが点灯します）， RITツマミで受信周波数

を相手局に一致させることができます。 RITを使用すると， 送信周

波数をそのままにして， 受信周波数を任意に変化させるわけですか

ら， 送信と受信の周波数がずれることになります。 したカfって，

QSOが終った後は必ず RITスイッチを OFFにするようにしてくだ

さい。 VFO, FIX CH, CALL-CH共に RITが動作します。

RF GAINツマミの使い方

受信機の高周波増幅段の利得を調整するツマミです。通常は時計

方向に回し切った位置で使用します。信号が非常に強い時に適当に

しぼって（反時計方向に回して）使用します。 また， 近くの周波数

に強力な他局の信号がある場合にも， RF GAINツマミをし』まると

混変調の妨害を軽減することができます。
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＊セ、、ロインとは， 相手局の受信周波数に， 自局の送信周波数を正

確に合わせることをいいます。

反時計方向に回し切る

反時計方向に回し切る

反時計方向に回し切る

反時計方向に回し切る

反時計方向に回し切る

時計方向に回し切る

反時計方向に回し切る

0位置（中央）

KEY EXT SP MEMORY B.U 
，戸、 OFF ON 

（＠）⑥ o 

＠。哩Eコ
⑥意。医

SQUELCHツマミの使い方

F M無信号時の「ザー」 という雑音を消したい場合， このツマミ

を時計方向に， ゆっくり回しスピーカーからの雑音が無くなる所

（通常臨界点）に設定してください。このようにSQUELCHツマミを

調整しますと， 相ヂ局の信号が入ってきた時だけ， 音が聞えます。

まTこ， モービル運用時などは，入力信号の強弱により SQUELCH

ツマミを調整して， 聞きやすしイ立置にセットしてください。

送信のしかた

（注 1) 

(j主 2)

送信運用を行う場合には， まず受信操作を完全に行い，発

射しようとする周波数で他局が交信していないことを確認

してください。

使用する周波数帯に合わせてアンテナが完全に接続されて

いるニとを再度確認してください。アンテナが不完全です

と， 十分なパワーが出ないばかりか， TVI, BCIの原因に

もなる恐れがあります。またアンテナを継がずに不用意に

電波を出しますと故障の原因にもなりますので注意してく

ださい。



図10送信のしかた

図 9, 10に従って各ツマミの位置を設定してください。

送信準備が完了しましたら，つぎの手順で操作してください。

そこで，限られた FMの周波数帯をより多くの局で使用するため

に，ローカル局との交信（近距離の交信）の場合には，パワーを下

げると他局への妨害も少なくなり，また，電力消費も少なくなりま

す。

このスイッチを上へ倒しますと，送信出力が定格出力からローパ

ワー（約 1W）に切り替えられ， LOW POWERインジケーターが

点灯します。

送信出力の状態は RFメーターにより表示されますが， RFメー

ターはアンテナの状態により振れ方が変わるため，出力電力を正確

に表示することはできません。しかし，通常使用状態における出力

電力の目安としては，定格出力時の RFメーターの振れを“ 8”と
1. MODEスイッチがFMのイ立置にあることを石雇認して， スタンパ

イスイッチを REC→S END にします。（スタンパイスイッチは

RECて＼マイクの PTTスイッチを押した状態でも送信となりま

す。）この時RFメーターが振れ， ONAIRインジケーターが点灯

することを確認し，スタンパイスイッチを SEND→RECに戻し

ます。

2. 7 イクゲインの調整を行ないます。

マイクゲインの調整は，ケースの上面のFMMICツマミを回し

て行ないます。ツマミの最適位置は，回転角の中央付近です。良

質な電波を発射するためには，マイクゲインはなるべく絞って（反

時計方向へ）お使いください。

。：⑬⑬J

図11 マイクゲインの調整

LOW POWERスイッチの使い方

F Mの電波には，弱肉強食の性格があります。すなわち，同一周

波数に強い電波と弱い電波が混在した場合には，強い電波が弱い電

波を完全に押え込み，弱い電波は全く受信できなくなります。 した

がって，混信による妨害を受けにくいのですが，反面，強い電波の

局が出ていると，同一周波数で出ている弱い DX局などが受信でき

なくなる欠点もあります。

すれば， LOW POWERスイッチを倒したときには“1～ 2”位にな

ります。

注） LOW POWERスイッチは， FMモードの時のみ動作します。

SSB, CWモードの時は， LOWPOWERスイッチの位置は関係

ありません。

F Mのデビェーションについて

TS-770は， 144MHz帯， 430MHz帯共に， FM送・受信の周波数

偏移（デビエーション）は， NARROW（士 5kHz）を基本に設計さ

れています。通常の運用には，支障ありませんが 430MHz帯におい

てWIDE（土lOkHz）の広帯域フィルタWF455Dをご希望の場合は，

オプションとして用意しであります。

この場合は，送信部もセット内部の切替えにより WIDEにするこ

とができます。

(28頁7.2項ワイドバンド用セラミックフィルタの取付方法参照）
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5.3 SSBモードでの運用

受信のしかた

ss Bモードには， usBとLSBとがあります。運用上の慣習から，

USBが使用されています。基本的操作については， usBとLSBと

では差はありません。

SSBでの周波数合わせは，一般的にただちにゼロインできるよう

になるまでには，多少の慣れを必要とします。

電源，アンテナなどの接続準備が終りましたら“ FMモードでの

運用”と同様に各ツマミ，スイッチを設定します。（ただし， MODE

スイッチは USB)

図12 558モードでの運用のしかた

つぎに，この設定を確認したうえで，以下の順序に従って操作し

ます。

1. POWE Rスイッチを ONにし， AFGAINツマミをi直当な音量

にセットします。

2. VFO同調ツマミをゆっくり回し目的の SSB信号を受信し，最

初に受信周波数より数kHz低く（反時計方向に）VFOツマミをずら

します。すると録音テープを早送りした場合のような，高い音が

復調されます。つぎに， VFOツマミをゆっくりと周波数の高い方

へ（時計方向に）戻していきますと，だんだん明瞭度があがり，

ゼロイン点で自然な音が復調されます。

（ゼロイン点 叩 過 ぎますと 急激に明瞭度が落ちますので）

ゼロイン点は比較的簡単に見つけることができます。 ) 

以上の操作でも復調できない場合には， LSB電波の可能性があり

ますので， MODEスイッチを LSBに切替えてください。 LSBの場

合の操作（ゼロインのとり方）は上記と逆になります。
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送信のしかた

1 .モードスイッチを USB，メータ一切替えスイッチを ALC側に

します。その他のツマミのセッテイングは，前記の FMモードの

項と同じです。

2. マイクゲインの調整を行ないます。マイクゲインの調整は，ス

スタンノ〈イスイッチを SEND あるいは，マイクのPTTスイッ

チを押し送信状態で行ないます。

つぎに，マイクに音声を入れ， ALCメーターの振れがメーター

の ALCゾーンを越えないように，パネル面 SSB, MICゲインツ

マミを調整してください。

この調整が終りましたらメータ一切替えスイッチを RF側にし

ておきます。

ss B電波と FM電波の判別法

a. Sメーターによる判別

Sメーターが安定して振れる点（ほぽ静止する）があればFM, 

ss Bでの Sメーターの振れに安定点はありません。

b. MODEスイッチによる判別

MODEスイッチをFMに切替えて，明瞭な音声が聞こえてくれば

F Mであり， SSBの場合には復調できません。

c. ビート音による判別

音声が入っている聞は，その音だけで判別するのは困難ですが，

音声がとぎれた時， FMの場合には，ビート音が残り， Ss Bの

場合にはビート音がなくなります。

RITスイッチの使い方

詳しい説明は“ FMモードでの運用”を参照してください。 SSB 

モードにおいても同様に，ゼロインした後で相手局の周波数がずれ

てきた場合など， RITスイッチをONにして， RITツマミで調整しま

す。

RITを使用すると，送信周波数と受信周波数がずれるニとになり

ますので， QSOが終った後，新たに送信してコールする場合は，必

ず RITスイッチをOFFにしてください。



NB（ノイズプランカー）スイッチの使い方

自動車等から発生する，イク、、ニッションノイズのようなノりレス性

ノイズの多い時に使用します。ノイズが押えられ，微弱な信号が浮

き上り，快適に受信が楽しめます。

RF GAINツマミの使い方

詳しい説明は“ FMモードでの運用”を参照してください。 SSB 

モードにおいても同様に，受信信号が非常に強い時に適当にしぼっ

て（反時計方向に回して）使用します。こうすることにより，受信

信号以下のレベルの雑音は，減衰を受け，信号の切れ目のノイズが

減少し受信が楽になります。 SSBモード， CWモードの時に， RF 

GAINを反時計方向に回し過ぎますと， Sメーターの振れが，相手

局の信号強度に関係なく序々に上っていきますが，これは回路上の

特質て1 故障ではありません。

TS-770のSSB, CWモードのRFGAIN回路は，スレッショルド

タイプです。したがって，図13のように時計方向に回し切った位置

での信号のSメーターの振れに対して，多少少なめになるようにRF

GAINツマミをしぼる（反時計方向に回す）のが， RF GAINツマ

ミに関係なく常に正しい信号強度を読むコツです。

受信信号によるメーターの
指針のピークの位置。

s 

このレベル以
下の信号は減
衰されます。

AF ~ RF 
GAIN－き「GAIN

l 
RF GAINツマミを反 、

c.，λ 時計方向に回し
時計方向に

ιE  きった位置
合の指針の位置

AF 公＼ RF 
GAIN ~ GAIN ． γ時計方暗置・・111111!~・－向に回す

図13 558.CWモードでのRF
GAINツマミの使い方

5.4 C Wモードでの運用

受信のしかた

電源，アンテナ，電鍵などの接続準備が終りましたら“ FMモー

ドでの運用”と同様に各ツマミ，スイッチを設定します。（ただし，

MODEスイッチは CW) 

次に，この設定を確認したうえで，以下の順序に従って操作をし

ます。

1. POWERスイッチをONにし， AFGAINツマミをi直当な音量に

セットします。

2. VFOツマミをゆっくり回して，目的の信号を受信し， cw電波

波のビート音が※SOOHzになるように合わせますと，自局の電波

を相手局の送信周波数にゼロインすることができます。

また，自局の送信する呼出し電波等に対して， SOOHzのビート

音で答えてくれば，相手局はゼロインしてきたことになります。

※800Hzの音は正確には周波数カウンターにて調べなくてはな

りませんが，ラジオの時報は短音（440Hz），長音（880Hz）で

すから，時報をある程度の目安として利用するのも良いでし

ょっ。

送信のしかた

送信の調整は，基本的には FM, と同様に行います。また，同一

周波数であればFMで調整を行えば送信準備は完了します。各ツマ

ミ，スイッチは“FMモードでの運用”に従って設定してください。

（ただし， MODEをcw，メータ一切替えスイッチをALCとし，背

面パネルの KEYジャックに電鍵を接続します。）

1. MODEスイッチがcwの位置にあることを確認して，スタンパ

イスイッチを REC→SENDにすると ONAI Rインジケーターが

点灯します。この状態で電鍵をダウンすると ALCメーターが振れ，

この確認をしてから，スタンパイスイッチを SEND-→RECに戻

します。 （電鍵を接続していない場合は，スタンパイスイッチを

REC→ SENDにすると，メーターが振れます。）

2. CAR LEVELツマミを調整します。

スタンパイスイッチを REC→SENDにして，電鍵をダウンし，

ALCメーターの振れがALCゾーン内になるようにパネル面のCAR

LEVELツマミを調整します。

その後で電鍵をあげ，スタンパイスイッチを SEND→RECに戻

し，メータ一切替スイッチを RF側にします。
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3. サイドトーンを調整します。

TS 770には，サイドトーンが内蔵されていますので，送信時に

自局の CW信号をモニターすることができます。また，サイドト

ーンの音量は，ケース上ぶたの， SIDETON Eツマミを回して，

適当な音量になるように調整してくださし＇ a

受信時（スタンパイスイッチがREC）でも電鍵をダウンすると，

サイドトーンモニターは働きますので，この調整は受信時に電鍵

を夕、、ウンして千子います。

RITスイッチの使い方

詳しい説明は“ FMモードでの運用”を参照してくださし、。 Cw 

モードの場合は，相手局が800Hzよりずれて応答してきたときや，

自分の好みのビート音でCW運用を行いたいときなどにRITを使用

します。

N Bスイッチの使い方

“S SBモードでの運用”を参照してください。

RF. GAINツマミの使い方

“S s Bモードでの運用”を参照してくださし」

セミブレークイン運用について

5.5 vox運用

voxとは，音声によって送信，受信の切替えの動作を自動的に行

なうことで主にSSBモードで使用します。したがって TS-770では，

マイクを接続し， voxスイッチを ONすれば，スタンパイスイッチ

は“REC（受信）”の位置でも，マイクに向かつて発声すれば自動的

に送信に切替わります。また，マイクに音声が入らなければ受信状

態に戻ります。

また， MODEスイッチを CWにすれば，セミプレークイン運用が

できます。

各ツマミのセッテイング

(l)VOX GAINツマミの調整

スタンノ〈イスイッチをRECにしたまま， voxスイッチをvox側

(ON）にします。

VOX GAINツマミを時計方向に回していき，マイクに向って普通

に話す程度の音声を入れたとき，送信に切替わるような位置にセッ

トします。

さらにVOXGAINツマミを時計方向に回していきますと感度が高

くなり，小レベルの音声で送信に切替わります。さらに，このツマ

ミを時計方向にまわし，あまりゲインを上げ過ぎますと周囲の音で

誤動作しますから，注意してください。

本機は，スタンパイスイッチの切替えによる CW運用のほかに， vox動作の確認は，スピーカーからの音等（信号やノイズ）で判

セミブレークインによる運用ができます。 断できます。音が出ていれば受信状態で，送信に切替わっていれば、

セミブレークイン運用とは，サイドトーンを利用してvoxを動作 音がでなくなります。また，送信状態でONAI Rインジケーターが

させ，電鍵を押したとき送信，電鍵を離したときに受信となるょっ 点灯し，受信状態に切替わると消えます。

送受切替の方法です。したがって， voxスイッチを ONし， MODE

スイッチを CWにすれば他モードでのvox運用（詳細は5.5項参照） (2) ANTI VOX GAINツマミの調整

と同様の方法で行なえます。 このツマミは，ケース上面にあります（ 9頁参照）。
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図14セミブレークイン運用

このツマミは，スピーカーの音でvox回路が誤動作しないように

調整するものです。

VOX GAINツマミを（1）項のように調整した後， AFGAINツマミ

でスピーカーからの音を適当な音量にしておきます。（この場合，適

当な局を受信している状態が良い）

マイクをスピーカーから20～ 30cm位まで近づけ，スピーカーの音

でvoxが重力作三しないように， ANTIVOX GAINツマミを調整しま

す。この場合，そのツマミを時計方向に回しすぎますと， ANTIVOX 

回路が動作し，送信に移りにくくなりますのて1 注意してください。



(3) VOX DELAYツマミの調整 5.8 デジタル VFOについて

このツマミは， vox回路が動作して，送信状態を保持する時間を

調整するツマミです。 TS-770のVFOは， VFOツマミの回転によって発生するパルスを

通常の会話では， bずかながら声のとぎれる場合があります。し マイクロコンビュータで計数し PL Lを制御して周波数を可変して

たがって，この保持する時聞が短か過ぎると，声がとぎれるたびに いますので，周波数の変化がステップ式になっています。

受信状態に戻ってしまいます。また長過ぎると，話し終っても復帰 ステップ幅は，普通のVFOと同様な感覚で CW, SSBの復調がで

せず，交信が円滑に行なえなくなります。自然な運用をするために きる 20Hzステッフ。（SLOW）と早送りやFMの同調に使いやすい200

は，このツマミを時計方向に回して，マイクに向って自分の通常の Hzステップ（FAST）が， S/Fスイッチ（ 5.10項参照）により選択で

スピードで話して送信が持続するように調整してくだきい。 きます。

C W時に，このツマミを時計方向に回しすぎますと，電鍵をはなし デジタルVF Oの可変範囲は，表 1のようになっています。

た時，受信状態に戻るのに時間がかかり，円滑なセミブレークイン

運用ができなくなります。

（注）voxスイッチをvoxにしたまま，電源スイッチを， OFFにし，

再びONとすると，一瞬送信状態となります。 vox運用が終りま

したら，必ずvoxスイッチを MANにしてください。

5.6 周波数の読み方

TS-770のデジタル表示ダイヤルは， どのモードでもキャリア位

置を表示しています。またMODEスイッチを切替えてもキャリア位

置は変化しない回路方式を採用していますので，読取周波数がその

まま送受信の運用周波数になります。

なお， CW運用時は，送信周波数を表示しております。受信周波

数は800Hz低い周波数となりますが表示はきれません。

（注） TS-770のデジタル表示は，受信時の RITツマミによる周波

数の変化は表示しませんのでご注意ください。

5.7 BAND (UP-DOWN）スイッチの使い方

バンドスイッチは， VFO:A,B別々に動作します（5-92VFO運

用参照）。バンドスイッチは軽いタッチのプッシュスイッチを使用し

ており，誤操作を防止するため切替え時にはピッと音が出ます。

BANDスイッチは， L44, L 45, 430, 431 ・ ・ ・ 439, 144MHzと連続し

て動作しますので.＂， UPあるいはDOWN用のスイッチで希望バンド

に合わせてください。

S/Fスイッチ“SLOW” S/Fスイッチ“FAST”

144MHzノ〈ンド 144.000.00～ 144.999.98 144.000.00-144.999.80 

145 fl 145.000.00～ 145.999.98 145.000.00～ 145.999.80 

430MHzバンド 430.000.00～430.999.98 430.000.00～ 430.999.80 

439MHzノfンド 439.000.00～ 439.999.98 439.000.00～ 439.999.80 

表 1

ただし， lOHz台以下はデジタル表示はしません。各々のバンドで

VFOダイヤル（デジタル表示）は， 0あるいは999.9(999.S)kHzでス

トップしますが，本機内部の“VFO:END”のコネクターを切替え

ることによりエンドレス動作三（999.9または， 999.8とOとつながる）を

します。エンドレス動作をさせたとき， VFOダイヤルが999.9(999.8)

から Oあるいは， 0から999.9(999.8）になる時，ピッと音が出ます

ので，ノ〈ンドエッジを確認できます。（ 9頁3.3②，③参照）

VFOツマミはトルク可変式を採用しています。 VFOツマミの左側

にありますレバーをNORMにしますとフライホイール効果が大きし

普通の同調操作はもとより早送り等に使用します。また TIGHT側

にしますとトルクがかかり少々の振動でも VF Oツマミは動きにく

くなりますので，微調あるいは車載運用等に使用してください。
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5.9 2VFO運用について MODEスイッチをFM-C H の位置にしますと VFOツマミは機械

的にクリックが入り， 50チャンネルのロータリースイ、ソチになりま

TS-770では， VFOはAとBの 2つのポジションがあり，それぞれ す。操作は，カートランシーパのチャンネル切換と同じ感じで行え，

マイコンによって制御されて内蔵されております。 FUNCTIONス 360。回転（エンドレス）となっています。

イッチで， VFO:A及 ぴVFO:B，きらに受信周波数と送信周波数 VFOツマミを回してチャンネル周波数の98日 00つまり上端と下端

を異なる周波数で運用“たすきがけ運用”ができるVFO:A-B及び の切換え時にピッと音を出していますので更に使い易くなっていま

VFO: B-Aに切替えられます。したがって受信機と送信機をそれぞ す。

れ 2台ずつ操作しているような，高度の運用を楽しむことができます。 チャンネルステップは20kHzで偶数のチャンネル※ 1( 0 , 20, 40 

FUNCTIONスイッチにより，表 2の様にVFO:A,Bを切替わり ・・・kHz）と，十lOkHzスイッチ（5.10項参照）によりきらに奇数チャ

ます。 ンネル※ 2 (10, 30, 50・・・kHz）がi霊f尺で きま すの で 1バンドにつ

FUNCTION 戸J立ι， 

スイッチ イ吏用 VFO デジタル表示例

A A 144.145.2 

B B 431. 246. 0 

A B A 144.145.2 

B-A B 431. 246. 0 

表2

万三

使：用 VFO デジタル表示例

A 144.145.2 

B 431. 246. 0 

B 431. 246. 0 

A 144.145.2 

きlOkHz毎の100チャンネルの運用ができます。

※ 1 433. 00 

433.02 

433.04 

433.06 

433.98 

※ 2 433.01 

433.03 

433.05 

433.07 

433.99 

(FUNCTIONスイッチ“FIX”の位置は5.0項目X CH（固定チャン 他のモードから FM CHにMODEスイッチを切替えた時のデジ

ネル）の運用参照） タル表示周波数（運用周波数と同じです）は，表 3の様になります。

VFO: A,Bには，表 2の例のように異なるバンドでも運用できま

すし，また同一バンド内で・VFO:A,Bを使用することもできます。

さらにVFO:A,Bをメモリーとしてもイ更用できます。

（例 1) 相手局とのスケジュール周波数をVFO:Bにメモリーし

ておいて，相手局が出てくるまではVFO:Aで交信をする。

（例 2) F M運用時のサブチャンネル指定の時など使用してない

方のVFOでサブチャンネルを捜すことも可能です。

このようにVFO:A,Bの切替えがワンタッチでできますので能率

の良い運用が楽しめます。

VFO A:Bにそれぞれ異なるバンドの周波数を設定して， VFO動

作A-B，またはB-Aで運用しますと，回路の立上り動作のため，周

波数の応答が遅れることがあります。

注） TS-770は， VFO:A,Bにそれぞれ144MHz帯と 430MHz帯の周

波数が設定でき FUNCTIONスイッチで周波数帯が切替ります

のでアンテナは 144MHz帯， 430MHz帯共に確実に接続してお

いてください。また，ニの場合自局に送信周波数を同時に受信

できませんので他の局への妨害には十分ご注意ください。

運用モードは13頁5.1項の使用区分を守って運用してください。

5.10 FM- CHの使い方

F Mモードの運用は通常チャンネルでの運用が多いために， Ts-

770はFMモードでチャンネル（FM CH ）運用ができる様に設計さ

れています。
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（例） モードスイッチを切替えたときの周波数表示

モード

(CWあるいはSs Bモードで， VFO:Aを145.327.7に固定

したとき。）

周波数表示
MODEスイッチをFMICHI 

から FM,CW,SS Bへ切替
スイッチ （運用周波数）

えた時の周波数 ※ 3 

CW・SSB A 145. 327. 7 A 145.300.0 

※1 
↑ 

FM  A 145. 327. : 7 : A 145.300 

↓ ※ 2 
※3 

FM－巨目 A 145.30: 0.0: A 145.30 

表3

（注1）※ 1 F Mモードにしたときは， lOOHz台は運用上必要ない

ためにデジタル表示周波数が消灯されていますが，実際

の運用周波数は145.327MHzです。 ～． 

※ 2 FM-CHモードにすると， lOkHz以下の周波数がクリ

ヤーされて Oになり運用周波数は， 145.30となります。

同時にデジタル表示はlOkHz台が Oとなり 1kHz以下は

消灯します。

+lOkHzスイッチがON(+lOkHzインジケータ点灯）のと

きは， lOkHz台がクリヤーしたのち＋lOkHzが入り， 145.31 

となります。 lkHz以下は消灯して Oです。



※ 3 MODEスイッチがFM CH のイ立置から FMあるいは

CW, SSBモードへ切替えた時は， lOkHz以下がクリヤ

ーされていますので Oとなります。

（注2）表3は， VFO:Aですが， VFO:Bにもある周波数が設定し

てあった場合，同時にVFO:Bも設定周波数に対して同様な

動作をし，特にFM-CHから SSBモード等へ戻った場合に

lOkHz台以下がクリヤーされますので，ご注意ください。な

お，クリヤーしたくない周波数の場合は，固定チャンネルヘ

メモリーして運用してください。

5.10 S/F (SLOW/FAST), +10kHzスイッチの

使い方

① 各モード（FM-CHは除く）においてデジタルVFOのステップ

をS( SLOW) : 20H zステップと F(FAST):200Hzステップに

切り換えるスイッチで，ノンロック式ですので押す毎にSLOWと

FASTが切りかわり，その時の動作状態はインジケータ（FAST/

+lOkHzインジケーター）で分かります。インジケーターはFAST

の時に点灯します。

SSB,CWモードでの使用においてはS/Fスイッチは， S(SLOW)

の状態で使用し， F(FAST）はVFOツマミを早送りする場合に使

用します。 FASTで早送りしておおよその周波数に合わせ，微調

はSLOWで行うとスムーズな運用ができます。

また FMモードでの運用の場合には， FM電波の帯域が広いた

めにFAST(200Hzステップ）の状態で運用されても実用上全く

支障がありませんし，能率の良い運用ができます。

SLOW/FASTの切替えはS/Fスイッチにて行いますが， FUNC-

TIONスイッチの切替え時及びたすきがけ運用時は受信から送信

へ切替えた時は， FASTから SLOWに自動的に切替えています。

これは， TS-770は 2VFO式であり，それぞれのVFOのステッ

プがSLOWとFASTで動作させますと操作が煩雑になりますので

VFO: A,Bの切換時には， SLOW動作を基本として設計きれて

いるためです。

S/Fスイッチによる運用周波数（デジタル表示）と FUNCTION

スイッチとの関係は，次の様になっています。

( i ) SLOWの時に VFOの周波数を一定にしておいて FASTに

切替えますと運用周波数（表示周波数）のlOOHz台がクリヤー

されて Oになり（SLOWの時lOOHz台が Oであれば， FAST

にしても Oです），再度 SLOWにしますと運用周波数は変化

せずに SLOW状態になります。

(ii) VFO: AでFAST~犬態にあり そのまま FUNCTIONスイ

ッチにてVFO:Bに切り替えますと VFO:BはSLOW状態で

動作します。 FASTインジケーターも同時に消灯します。

再度VFO:AにFUNCTIONスイッチを切り替えますと VFO

:AもSLOW状態となって動作します。つまり FUNCTION

スイッチを切替える毎に S/Fは常にSLOWの状態になります。

（温） FUNCTIONスイッチのVFO:A-B，及ぴB A （たすきが

け運用）での運用時には， VFO:Aあるいは BでFASTで受

信していても送信しますと常にSLOW状態に戻る様になって

います（ (ii）と同様に受信から送信でFUNCTION切替えが自

動的に行なわれているためです）。従って S/Fインジケータ

ーも送信と同時に消灯します。

（注） 下記の症状は故障ではありません。

※S/Fインジケーターが点灯しているときに電源スイッチを

ON/OFFにしますと lOOHz台の桁が変わることがあります。

※各バンドエッジで VFOダイヤルツマミをダウンカウントで

操作中に S/Fスイッチを ON-OFFしますと周波数が動き始

めることがあります。

② FM-CH運用時には，チャンネル動作ですのでSLOW/FAST

は関係なくこのスイッチは，＋lOkHzのスイッチとして動作します。

S/Fインジケーターも＋lOkHzのインジケーターとして動作（＋

lOkHzのとき点灯）します。

十lOkHzインジケーターを点灯したまま，電源スイッチをON/

OFFしますと（背面パネルのMEMORYB-UスイッチONのとき）

+ IO kHzインジケーターが消灯し，十 lOkHzが解除きれ，周波数

がlOkHz下ります。

5. 11 固定チャンネル（FIX-CH）運用

T S-770の固定チャンネルは， どのバンドの周波数でも自由に設

定（メモリー）できる様になっています。チャンネル数は 8チャン

ネルあります。

FUNCTIONスイッチを FIXにしますと固定チャンネル番号と，

MHz, kH zの桁位置のみが表示されます。この状態は固定チャンネ

ルへ周波数がメモリーされてない事を示します。そのままFIX,CH 

スイッチを押しますと固定チャンネル番号が 1～ 8までくり返し変

わります。

（例）
I I「~ ,-, ,-, ,-, ,-, ,-, ,-, 
I ロローロ．ロロロ．む

号番
制

H

k

 

a
l
i
c
～
 

定

d
固
は

桁位置表示は点灯します。

周波数表示は点灯しない。

FIX-CHスイッチは， 1度押して 1チャンネ lレ進み，押したまま

にしますと約 0.5秒間隔で 1チャンネルずつ自動的に進みます。チ

ャンネルが進むごとに， ピッと音が出ます。
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FIX-CHへ周波数メモリーの仕方

VFO: Aあるいは Bのデジタル表示周波数がそのままメモリーで

きます。 MODEスイッチがFM-CHでもまた， 144MHz帯， 430MHz

帯ともに自由にメモリーできます。

i ）メモリーしたい周波数に VFO:AあるいはBを合わせます。

ii）そのままで FUNCTIONスイッチを FIXのイ立置にして，メモリ

ーをする固定チャンネル番号へ FIXCH スイッチで指定します。

溢）次に FUNCTIONスイッチを Aあるいは Bへ戻します。

iv）ここで MEMORY スイッチを押しますと， ii）で指定した固定

チャンネルへVFO:Aあるいは Bの周波数がメモリーされます。

状態で， ACスイッチをON/OFFした場合も同様に145.50MHz

となります。

また， FM-CHモードでメモリーしたFIXCHの周波数はMODE

スイッチをFM-CHにした場合十lOkHzスイッチにより十lOkHz

upすることができます。

しかし， FM-CH以外のモードでメモリーした FIXCHの周

波数は， MODEスイッチを FM-CHにしたときは， lOkHz台の

桁が偶数の時のみ，十IOkHzスイッチが動作します。

FIX-CHの周波数メモリーの消去

V ）メモリ一周波数の確認は， FUNCTIONスイッチをFIXにしま メモリーの消去は，すでにメモリーしてある固定チャンネルへ，

すと固定チャンネル番号と周波数が表示されます。 新しくメモリーしたい周波数をメモリーすれば前の周波数は消去さ

さらに異なる周波数をメモリーするためには， ii）項の固定チャン れ新しい周波数がメモリーされます。

ネル番号の順に指定して同様の操作をします。 またBU-1を接続しないとき，電源ケーブルを抜くと，メモリー

固定チャンネルは 8チャンネルあり， どのチャンネルからメモリ

ーしてもかまいません。

なお，固定チャンネルの表示は， FM,FM-CHモードにしても常

に，全桁（ 7桁）表示をします。

ご注意

① FIX-CHへは， lOHz台の桁はメモリーされません。

TS-770のデ、ジタノレVFOは，回E各自力にはIOHz台までカウン卜

しており， 0 , 20, 40, 60, 80と20Hzステップで変イtしていま

す。 FIXCHへメモリーするのはデジタル表示されているlOOHz

台までの桁ですので，実際に運用している周波数をメモリーし

た場合，最大で－80Hzの誤差が生じる場合があります。

デジタル表示周波数 IOHz台
戸 ___,A一一一一、 ／デジタル表示1

（例） 運用周波数 144.225.1峰J lきれないがo,I 
I I 2,4,6,8 と変｜

↓ いじする ) 

メモリーした場合 144.225.1固・・・最大 80Hzずれる。

このズレは， FM運用では問題ありませんが， CW, SSB運 用

で気になる場合は， RITスイッチ ONして， RITツマミをまわ

して相手局に合わせてご使用ください。

② FM CHモードの時の＋lOkHzはメモリーされません。
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FM-CHモードでの使用時に例えば， 145.50MHzにして，＋

lOkHzスイッチをONしますと，周波数は， 145.51MHzとなりま

す。

この状態でメモリーすると FIXCHは， 145.51MHzとなりま

すが，ここで，＋lOkHzスイッチをOFFしますと， FIXC Hは，

145.50MHzとなります。これは，パックアップスイッチ ONの

は消去されます。

ご注意

メモリーの書き込み，消去も簡単にできますが，特に消去の場

合に不用意に MEMORYスイッチを押しますと，大事なメモリ

一周波数が変ってしまいますので前項の固定チャンネル番号の指

定を確実に行って下さい。

また， POWERスイッチをOFFにしますと，メモリーの内容が

消えてしまいますので＼必ず背面ノfネルにある MEMORYB.Uス

イッチ（24頁 5-15参照）を ONしておいてください。

FIX-CHでの運用

メモリーした固定チャンネルで交信するときは， FUNCTIONス

イッチをFIXの位置にして， FIXCHスイッチで希望する固定チャ

ンネルに合わせます。運用の方法は， MODEスイッチを希望モード

に合わせVFOの場合と同様に行います。 FIX-CHでも RITスイッチ

は VFOの時と同様に使用できます。

5.12 SCAN（スキャン）スイッチの使い方

TS 770のSCAN動作は， VFO使用時に各ノ〈ンド内でSCANと固

定チャンネルの SCANができます。

SCAN重bイ乍をさせるには， SCANスイッチを ONにすればSCAN 

を虫台めます。



CW, SSB, FMモードのとき

SCANスイッチを ONすると SCANを開始し，ノ〈ンドの上端まで

SCANしますと次は Oに戻り， SCANします。

SCANステッフ。は， S/Fスイッチにより， FAST/+IOkHzインジケ

ーターが点灯したとき， 20kHzステップ，消灯したとき 5kHzステ

ップ， 1 MHzをSCANします。

SCAN中に信号が入感しでも， SCANは停止しません。

MODEスイッチ止止旦jのとき

MODEスイッチがFM-CHにあるときは， SCANの問主台は， SCAN 

スイッチにより 20kHzステップで千子いますが， SCAN動イ乍はスケル

チの信号と同期をとり， SCAN中に信号が入ってきますとスケルチ

が聞き， SCANが停止し，その信号を受信します。

操作方法は，

a) MODEスイッチを FM-CH にします。

b）十lOkHzスイッチにより，偶数あるいは奇数チャンネルを選

す尺します。

C ）無信号時にスケルチツマミをスピーカーから雑音の消える点へ

調整します。（スピーカーから雑音の出ているときは， SCAN動

作はしません。）この調整で，スケルチ感度を変化し， SCANで

受信する信号強度を選択することもできます。

d) SCANスイッチを ONしますと SCANを開始し，信号が入っ

て来ると SCANが停止します。

e ) d ）の状態のままにしておきますと，その信号（局）が無く

なると同時に SCANは次の周波数へ続けてSCANします。

f ）また， d ）の状態でSCANが停止し，その信号（局）が無くな

る前に次の周波数へSCANを再スター卜したい場合は，スケル

チツマミ（PUSHSCAN FWDツマミ）を一度押してください。

信号で停止したSCAN動作を解除して再びSCANを始め，次の

信号でSCANは停止します。スケルチツマミを押し続けると信

号があっても止まらずSCANします。

g) SCANが止まった周波数で交信する場合は， SCANスイッチ

をOFFにしてからi重用します。

SCANスイッチが ONの状態では送信は出来ませんし，さら

に送イ言時はSCANスイッチを ONしでも SCANは重力イ乍しません。

また，入力信号の周波数が本機の FM-CHの周波数とズレて

いる場合は， SCANが停止しない場合があります。

FIXチャンネルのSCAN

固定チャンネル（ 8 ch）のみを SCAN動作させることができます。

FUNCTIONスイッチを FIXにし， SCANスイッチを ONしますと

1 chから 8chを）順次SCANします。 SCANの）II貢はエンドレスで 8ch 

の次は 1chへ戻ります。

FIXチャンネルのSCANも， VFOのときのSCANと向車禁に， MODE

スイッチを FM-CH に切り換えておきますとスケルチツマミと連

動して，スター卜し，入力信号によって停止します。

その他のモードの時はスケルチツマミとは連動しません。

5. 13 SEARCHスイッチの使い方

主にSSB, C Wモードで運用する場合にこ使用ください。

SEARCHスイッチをONしますと，その時の VFO周波数から約

IOOkHz高い周波数まて＂， 200HzステップでVFO周波数が自動的に動

きます。

f列えば431.100.0MHzでSEARCHスイッチを ONしますと， 430.

100.0MHzから，約 1秒間で周波数の高い方へ約IOOkHzをSEARCH 

し，スター卜した周波数へ戻って約 1秒間休止し，また同様な動作

を繰り返します。

このときデジタル表示も同じ早きで変化しますが，休止時間を設

けてありますので， 1回毎の SEARCHとスタートの周波数が常に

石在認できるようになっています。

信号がIOOkHzの帯域内に入ってきた場合に， CW,SS Bの場合は

ビート音が出ますし， FMの場合も音声が瞬間的に出ますので判別

できます。

目的の周波数範囲内に信号音が聞えましたら， SEARCHスイッ

チを OFFにし， VFOツマミをまわして目的の信号をきがします。

SCAN動作に比べ， SEARCHは狭い周波数範囲 (lOOkHz）を細か

いステップ（200Hz）で短時間に受信しますので， SSBあるいはcw

の待ち受け受信に有効にご使用ください。

特に430MHz帯の様にSSB局の少ないバンドでご使用になります

と能率の良い運用ができます。

なお， SEARCHスイッチがONのとき送信はできませんし，送信

中及ぴMODEスイッチがFM- CHにあるときはSEARCHスイッチ

を十甲しでも SEARCHは重力イ乍しなし、ようになっています。

また SCANスイッチと SEARCHスイッチを同時に押しである場

合は， SEARCHスイッチが優先し SEARCHが動作します。

ご注意

VFO, A （又は B）で SCANあるいは SEARCH中に FUNCTION

スイッチをVFO, B （又は A）へ切替えますと，ディジタル表示は B

（又は A）に切替わりますが，受信周波数はVFO, A（又は B）のまま

でSCANあるいはSEARCHを続け， SCANあるいはSEARCHスイ

ッチを OFFにしたとき始めて受信周波数は， VFO, B （又は A）に

切替わります。
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5.14 CALLチャンネル運用

TS-770では， 145.00MHzと433.00MHzの CALLチャンネル（0乎

出周波数）運用ができます。

CALLチャンネルスイッチは，プッシュ式でそれぞれ独立しであ

ります。

CALLチャンネルスイッチを ONしますと， VFOツマミ，ノ〈ンドお

よびFUNCTIONスイッチがどのイ立置にあってもまた SCAN,SEAR-

CHスイッチがONの時にも周波数表示の頭にζの表示を行いCALL

チャンネル周波数になります。

（例）
「 ILI L 1, It It ,-, ,- LIココ門「F円 円
L I tコ.LIι，u.uまたは ι I .::J -'• LI I_I Lie LI 

CALLチャンネルは FM専用の呼出し周波数ですから CALLチャ

ンネルで運用される場合には，必ずMODEスイッチを FMまたは FM

CHのf立置にしてください。

（注） CALLチャンネルスイッチは145,00用と 433,00用がそれぞれ

独立しており，同時に両方を押した場合は，回路的に145,00が

優先する様になっていますので， 433,00のCALLチャンネルを

ご使用になる場合は， 145,00のCALLチャンネルスイッチを，

OFFして下さい。尚， RITスイッチはCALLチャンネルでも動

作します。

また， V, UHF帯使用区分（13頁参照）にありますように移動用呼

出周波数が設定されておりますが，このチャンネルをご使用になる

場合はFIXチャンネルへその周波数をメモリーしてご使用になると

便利です。

5. 15 固定チャンネル周波数（メモリー）のパックアッフ。

TS-770の固定チャンネル周波数は，内蔵のマイクロコンビュー

ーターのRAM(RandamAccecss Memory等速呼出し記憶装置）へ，

希望する周波数を自由にメモリーできますが（5-11項FIX-CH運用

参照），電源スイッチを OFFしますと，このデーター（周波数）を

消去可してしまいます。

このためAC,DC運用時ともに電源スイッチをOFFにしても，固

定チャンネルのデーター（周波数）が消えないように保存（パック

アップ）する回路を内蔵しています。

これはマイクロコンビューターの RAMの電源を，電源スイッチ

に関係なく常に供給しておくもので，背面ノ守ネルのMEMORYB.U 

スイッチを ONにしておけば，固定チャンネルへメモリーした周波

数はいつまでも残ります。同時に現在使用している VFOの周波数も

パックアップします。
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MEMORY B.UスイッチをONにしますとパネル面のB.U（パック

アップ）インジケーターが点灯し，パックアップしていることを表

示します。

AC(lOOV）でご使用になる場合は， MEMORYB.UスイッチをON

の状態にしておきます。この時の消費電力は約 l Wです。

パックアップをしていない時は，一度電源スイッチを，OFFします

とVFOの周波数は， 144.000.0MHzとなります。

0:主） A Cコードをコンセントカ、らタ十しますとセットにAC100Vカず

供給されなくなり，バックアップ回路が動作せずにメモリーし

たデーター（周波数）はすぐに消えてしまいますのでご注意く

ださい。

ただ，誤まって ACコードをコンセントから抜いてしまった

とか，数時間の停電等の時，データの消去を防ぐために別電源

源がオプションパーツとして用意されています。（28頁参照）

車載（あるいは他のDC電源 (12V））で運用する場合も同様にパ

ックアップできます。パックアップする場合は次の点にご注意くだ

さい。

① D Cコードは車のバッテリーから直接取ってください。

電源をイグニッション・スイッチを通してから取りますとパ

ックアップができません。

また， DCコードの途中に別にスイッチを設けたり，シガー

ライターのコンセントから電源を取る場合も，不用意にプラグ

を外したりしますと，メモリーしたデーターカf消えてしまいま

す。

② 車載時（ D C12V時）のパックアップ電流は，約40mAです。

車のバッテリーを使用中に本機をパックアップしておきます

と，常時 40mAの電流が流れます。長期間（具体的な日数は，

バッテリーの充電，劣化の度合あるいは夏，冬期間等で異なり

一様には言えませんが，安全を第一に考える必要がありますの

で，比較的良好な状態で一週間位を目安に考えてください。）に

わたって車を使用しない場合は，バッテリーが過放電し，エン

ジンがかからなくなる心配も考えられますのでその様な時は，

パックアップ電源も OFF（インジケータ消灯）しておいて（パ

ックアッフ。しないでつください。

③ パックアップは， DC運用時の入力電圧が約7.5V以下になりま

すと動作しません。

車のスターターをまわした時に（特にバッテリーの劣化のはげ

しい車，冬期間等）バッテリーの電圧が一時的に下がります。

このときの電圧が約7.5V以下になりますと，パックアップ回路

は動作せずメモリーしたデーターや，デジタル表示が変わって

しまったり，消えたりして運用できなくなる場合があります。

この場合は電源スイッチと背面のMEMORYB,Uスイッチをー



度OFFにしてから再度ONしてください。この時，FIXCHの周波

数は消去され，またVFOの周波数は， 144.000.0MHzになり正

常に動作します。この様な誤動作を防ぐために別電源で一時的

にパックアップすることができます。

別電源としては，専用の別電源用“バッテリーケース（ BU

-1)”（但し，電池（単3×5）は別売）がオプションとして用意さ

れていますのでご利用くだきい。

BU-1は， 短時間の停電時あるいはスタータをまわした時の

瞬時のパックアップ用であり，連続使用（ 8～ 10時間以上）の

パックアップは出来ませんのでご注意ください。

詳細は， BU-1の取扱説明書をごらんください。

5. 16 外部DC電源による運用（モーヒ、ル，移動時等）

TS 770は，外部DC電源（DCl3.8V）による運用ができます。

外部DC電源（車のバッテリ一等）は12V-16Vの範囲で， TS-770は

正常に動作しますが，車載時に， TS-770のPOWERスイッチをON

にしたままエンジンをかけると（数秒間続けてスターターをまわし

た時，または特にバッテリーの劣化のはげしい車，冬期間等）バッ

テリ一電圧が下がります。このためPLL回路のロックがはずれ送受

信できなくなることがあります。これはセットの故障ではありませ

ん。

このような場合は， POWERスイッチを一度 OF Fしてから再度

0 Nにしてくださし」

操作方法

モービル，移動運用でも，固定局での運用と基本的には違いあり

ません。連載時の設置位置は，オベレーターの乗車位置により異な

ります。運転者がオベレー卜する場合には，車の構造，大きさに合

わせてアングル等を作り，セットを確実に保持するようにしてくだ

さい。また，簡単な運用方法として，助手席にセットを置くことも

考えられます。この場合，急ブレーキ等でセットが落下しないよう

に，シートベルト等でしっかり固定Lてください。

（注）モービル運用には，安全運転上， FM-CHあるいは固定チャン

ネルによる運用をおすすめします。

モービル用アンテナについて

144MHz, 430MHz帯のモービル用アンテナとしては各種あります。

五波長ホイップアンテナ，グランドプレーンアンテナ，%波長ホイ

ップアンテナ等がありますが， 144MHz,430MHz帯用または共用ア

ンテナ等どのアンテナでもイ吏用できます。

（注）多くのルーフサイド式のものは，車のボディーへアンテナの

基台を接地する必要があります。アンテナの取扱説明書にした

が、って，しっかりと確実に取り付けてください。

D Cケーブル

D C電源で運用される場合は図15のような DCケーブルを準備さ

れますようお願いします。 DCケーブルは当社通信機営業所，およ

ぴサービスセンターで耳又扱っております。なお DCケーブルには，

ヒューズが入っておりませんので TS770用としては BAのヒュー

ズを入れてください。

FUS Eホルダ

図15 DCケーブル

電源容量について

外 部DC電源による運用では，最大出力時において約5.5Aの電流

を消費します。モービル運用時において，この程度の消費電流なら

ば，通常自動車に塔載されている， 35AH位のバッテリーで十分ま

かなえます。しかし，負荷容量の増加になりますので＼バッテリー

が過放電にならないよう，エンジンをかけた状態での運用をおすす

めします。

5.18 AUX端子について

この端子は付属のDINコネクタにより，接続されています。端子

番号により，つぎのような電圧が TS-770より取り出すことができ

ます。（図16)

図16AU X端子

25 



端子番号 電圧名

1 NC  

2 E43 

3 ELC 

4 E 14 

5 ERL 

6 ATX 

7 s s 

用 途

無配線

430MHz常 時 DC.8V，負荷lOmA

外部ALC入力端子です。

144MHz時 DC.8V， 負 荷lOmA

送信時 DC.12V， 負 荷lOmA

調整用の端子て＼ふだんは使用しません。

外部スタンパイ端子です。アースしますと送

イ言になります。

オスカ一衛星を使用した交信は，図17のような送，受信機を使用

して，自局のアップリンク信号の返りであるダウンリンク信号の強

度を受信機で同時にモニターできることが必要不可欠である外，衛

星の軌道追跡，ビーコン電波の利用方法，運用マナー，使用アンテ

ナの研究等，通常のアマチュア無線通信と多少の異なる面で各人の

知識と設備の工夫を必要とします。基礎知識さえあれば，誰にでも

アマチュア衛星を利用して， リピータ一通信が楽しめますので，種

々の運用方、イド，手引書等を参考の上，オンエアーされるようおす

すめします。

なお，「無線局免許手続規規の一部を改正する省令」が昭和51年 1

AUX端子は，リニヤアンプ，受信ブースタのコントロールあるい 月 1日から施行になり，オスカ一衛星またはEM E  （月面反射）等

は，外部スタンパイ等を行うときに使用します。ご使用の際は，特 による交信は「アマチュア業務」ではなく「宇宙無線通信の業務」

に 3, 4, 5番ピンの負荷電流にご注意ください。各々の端子共に となりました。

IOmA以上取り出しますと故障の原因になります。 従って「通信事項の変更」申請の手続が必要となりましたので，

5. 17 通信衛星の運用

現在アマチュア無線通信衛星が軌道飛行中で運用できるものは，

アメリカの「オスカー 7号， 8号」（ 6号は電池の寿命がきているた

め，使用できません）それにソ連の「RADIO1, 2」があります。

この通信衛星を使用するリピータ一通信において， TS770をつぎ

のように使用できます。

オスカー 7号

Aモード 2m→10m リピーターのアップリンク用送信機

Bモード 70cm→ 2m 

あるいは

オスカー 8号

!I !I 

のダウンリンク用受信機

Aモード 2m→10m リピーターのアップリンク用送信機

Jモード 2m→70cm 

あるいは !I のダウンリンク用受信機

RADIO 1, 2 

2m→10m リピーターのアップリンク用送信機

として使用できます。

この場合のリンク周波数を表4に示します。

また 2m→10mリピーターにおける，参考例として当社の Ts-

820とのシステムを示します。

なおTS-770のみで， FUNCIONスイッチ A-BでVFO:Aを430

MHz帯（受信）， VFO: Bを145MHz帯（送信）にしてのオスカー

運用は，自局のアップリンク信号の返りであるダウンリンク信号が

モニター出来ないため困難です。
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ご注意ください。

オスカー 7号 オスカ－ 8号 RADIO 
（単位） 1,2 

Aモード Bモード※ Aモード Jモード
MHz (2 m→） (70cm; m) (2 m→） ( 2 m→） ( 2 m→） 

!Om !Om 70cm !Om 

アップ 145.85 432 .125 145.85 145.9 145.88 

リンク

周波数 145.95 432.175 145. 95 146.0 145.92 

夕、＇； ：〆 29.40 145.975 29.40 435.1 29.360 

リンク

周波数 29.50 145.925 29.50 435.2 29.400 

ビーコン
29.502 145. 972 29.402 435.097 29.400 

周波数

※BモードではSSB信号は反転される（LSBで受信すること）

表4

キー

マイク 〈送信のみ〉



6 ． 周辺機器およびオプショナルパーツ
7. 1 各種の周辺機器およびオプショナルパーツ

TS-770をより有効，快適に運用していただくために，つぎの周 出力インピーダ、ンスは50k.Oと6000の 2種類に切替可

辺機器およびオプショナルパーツが用意されています。 能です。（TS-770では6000で使用します。）

・通信機用マイクロホン ・通信機用外部スピーカ－ SP-70 

通信機用として，つぎのマイクロホンが用意されていますので， 通信機用として理想的な，ハイカットコーンを採用し，明瞭度の

使用目的に合わせてお選びください。 高い最良の音質を実現しました。

① MC-15 ハンド型ダイナミックマイクロホンでPTTスイッチ付 ・通信機用ヘッドホーン HS-4 

です。インピーダンスは5000です。 通信機専用として長時間の連続使用にも疲れぬように，パット・

② MC-20 特に小型のハンド型夕、、イナミックマイクロホンでPTT ホルダーの形状，材質，重量について，機能的に設計された，高了

スイッチイ寸です。インピーダンスは 5000です。

③ MC 30S ハンド型ダイナミックマイクロホンで，ノイズキャン

解度ヘッドホーンです。インピーダンスは 8.0です0

・通信機用高紐ヘッドホーン HS-5 

セル型PTTスイッチ付です。車載運用時等に威力を発 本格的通信機用高級ヘッドホーンとして，理想的な音質設計，形

揮します。インピーダンスは 5000です。 状設計がなされております。

④MC-50 単一指向性ダイナミックマイクロホンです。固定局用 長時間の使用に際して，耳や側頭部への圧迫感が少なし聴感上

で雑音の多い場所とか， vox運用時に抜群の性能を発 もより自然な，オープンエアタイプを採用しています。また使用条

揮します。ロック機構のついたPTTスイッチを内蔵し， 件により，付属の圧着型イヤーパッドに，ワンタッチで交換できます。

MC-15 司＂ I I MC-50 

MC-20 ノー I I SP-70 

MC-305 －－－－－－曹 I I HS-4 
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. .，、ムロック HC-2 

ハム用24時間時計です。主なプリフィクスが書かれておりますの

で，世界中の時刻が一目でわかります。また単一乾電池一本で，一

年以上動き続けます。

・外部別電源用電池ケース BU-1 

短時間のメモリーパックアップ用電池ケースです。電池は付属さ

れておりません。（単 3× 5本またはニッカド× 6本使用）

•FMワイドバンド用（430MHz帯）セラミックフィルタ WF-455D

中心周波数455kHzで 6dB帯域幅土7.5 kHz 以上，70dB帯 域 幅 ±20

kHz以下の FM用セラミックフィルターです。

HS-5 

HC-2 

BU-1 
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7.2 ワイドバンド用セラミックフィルターWF-455D

の取付方法

本機のケースを外し，底面のIFユニット（X48-1220-00）の 9本の

ビスを外し， IFユニットを前面に起して取付けます。図18A部の様

にナロー用フィルタの横に WF455Dを取り付ける穴があいていま

すので， W F455Dを差し込んで半日付けして下さい。半田付けの

時にノfターン同志タッチしたりすることの無い様に千分注意してく

ださい。

次に図18のB部に送信デビエーション切替用の端子があります。

出荷時に端子は“N”（ナロー）のピンに差し込んでありますが，

これを“W”（ワイド）のピンに差し換えてください。

これで送，受信時のデビエーションは，バンドスイッチにより

144MHz帯のときはナロー（ ± 5 kHz), 430MHz帯のときはワイド

（土lOkHz）に自動的に切り替わります。

なお，ご不明の点は最寄りの当社通信機営業所または通信機サー

ビスセンターへお問い合わせください。

B部

N端子力、らW端子

へ差し替える

図18 フィルターの取り付け方



7. トラフルシューティング

つぎに書いであるような症状は故障ではありませんからよくお調べください。下表に従って処置しでもなおトラブル

が起こる場合は，当社の通信機サービス窓口にご相談ください。

症 状 原 因 処 置

電源スイッチを入れでもランプが点灯せず 1. A Cプラグとコンセントとの差込み不完 1. A Cプラグを完全にコンセントへ入れる

音も出ない。 全。 2.差込みを完全にする。

2.電源コードの差込み不完全。 3. ヒューズを交換する。（再び切れるときは

3. ヒューズ類が切れている。 故障）

アンテナをつないでも信号が受信できない。 マイクの PT Tスイッチが送信側になってい すみやかに PT Tスイッチを受信側にする。

て，セットが送信状態となっている。

F Mのみノイズが出ない。 スケルチ回路が動作している。 スケルチツマミを反時計方向に回す。

アンテナをつないでも信号が受信できず， RF GAINツマミによって高周波回路の利得 RF GAINツマミを時計方向いっぱいに回す。

Sメータが振り切れている。 が下げである。

信号がない場合でも Sメーターが振れて， RF GAINツマミによって高周波回路の利得 同 上

あるイ立置に止まっている。 が下げである。 （下がらない場合は故障）

s s Bを受信した場合，音にならない。 サイドバンドが違っている。 MODEスイッチを USBまたは LSBに変えて

みる。

RITツマミを動かしても周波数が動かない。 RITスイッチが「0FFとなっている。 RITスイッチをONにする。

（ただし，ディジタル表示は変化しません。）

送受の周波数がずれている。 RIT SW  ONの状態で， RITツマミが0（ゼロ） RIT SWをOFFにするか， RITツマミを0（ゼ

のイ立置になっていない。 ロ）のイ立置にする。

ノイズプランカーの効果が少ない。 1 .近接周波数に強力な信号が存在する。

2. SSB信号と類似しているノイズの場合。

（高調波ウエルダー，コロナ放電等）

送信出来ない。 SCAN, SEARCHスイッチか、ONで、ある。 OFFにする。

送信出力が少ない。（ FM) LOWスイッチが（LOW）となっている。 LOWスイッチを（HIGH）にする。

s s Bの場合，出力が出ない。 1 .マイクジャックの差込み不完全，または 1.差込みを完全にする，マイク接続を説明

マイクプラグの接続不良。 書通りに直す。

2. SSB MICツマミがし ll＂つである。 2. SSB MICツマミを時計方向へ回す。

F Mの場合，変調があきい。 FM MIC GAINツマミがしぼってある。 セット上部の FMMIC GAINツマミを時計

方向へ回す。

C Wの場合，サイドトーンが出ない。 サイドトーンツマミがしぽつである。 サイドトーンツマミを調整する。

voxカ＜＇｛］動かない。 I. voxスイッチが「0FFになっている。 I. VOXスイッチをONにする。

2. VOX GAINツマミがしぽつである。 2. VOX GAINツマミを時計方向に更に回

し調整する。

VO  X動作の場合，スピーカーからの音で ANTI VOXツマミの調整不良。 セット内部の ANTIVOXツマミを時計方向

VO  Xか1動いてしまう。 に回し調整する。

VF  Oを回しでも，デジタルダイヤル表示 I. FIX CHツマミが固定チャンネルになっ I. FIX CHツマミを“VFO”にする。

が変化しない。 ている。

2. CALL CHツマミが押しである。 2. CALL CHツマミを再度押して にする

FM-CH日寺スキャンしない。 1. 入力信号がある。 I . PUSH SCAN FWDスイッチを押す。

2. スケルチボリウム調整が悪い。 2.無信号（入力信号無し）状態でスピーカー

からノイズが出ないようにスケルチボリウ

ムを調整する。

車のエンジンをかけたらメモリの内容がク 車のバッテリィが古い場合や，スタータ一等 スタータ一時の電圧低下から，メモリーの誤

リアしてマイコンカヲ呉重力イ乍した。 の大電流消費時には，バッテリィから供給き 動作を保護するにはオプションで発売されて

れる電圧が低下してその間パックアップが解 いるパックアップ用外部ケースと電池を御使

除されるため。 用ください。

表5
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8. 申請書の書き方
本 機 に よ り ， ア マ チ ュ ア 無 線 局 を 申 請 す る 場 合 は ，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してく

だきし、。

工事設計書

区 分 第 1送信機 第 2送信機

電波の型式 電波の型式
発射可能な電 A1, A3J, F3 

波の型式・周 144MHz帯 ～ MHz帯～

波数の範囲 430MHz帯 MHz帯

変 調 の方式
A3J：平衡変調

F3 .リアクタンス変調

名称、個数
2SC2l03A×1(144MHz帯）

× 
2SC2381×1 (430MHz帯）

電圧入力
13.5V 20W(l44MHz帯）

V w 
13.5V 20W(430MHz帯）

送信空中線の型式

その他工事設計 電波法第3章に規定する条件に合致している。

電話級アマチュア無線技工資格の方は，必ず電波型式の A1は削除してください。

運用に当つてのご注意

本機は， JARL登録機種ですカ、ら，送信機系統図の記載

は省略できます。その場合には， TS-770の登録 番 号 T0 

を送信機系統図にご記入下さい。

第 1送信機系統図

（送信型名）
トリオ

TS-770 

T42伽 登録 番号

TS-770について説明してまいりましたが，次のことに留意きれ ①送信機が明らかに発振等の異常動作をしている場合は，寄生振

まして快適な運用をお楽しみください。 動やスプリアスの発射がふえ，送信側よりの障害もふえますので，

最近アマチュア局の運用で特に都会の人家密集地帯等での運用が， このような場合にはもよりのトリオ通信機サービス窓口にて修理

時としてテレビやラジオ，ステレオ等に対する電波障害を生じ，杜 を申しつけられるようお願いします。

会的問題となる場合が見うけられますが，もちろんアマチュア無線 ②受信側での原因による障害の場合は，その対策は単に技術的な

局側にすべての責任があるわけではありません。当社と致しまして 問題に留まらず，ご近所での交際上もなかなか難しい場合が見受

はスプリアス等の不要輯射の発射を極力減らし，質の良い電波の発 けられます。従って，このような場合も総合してアマチュア局に

射ができるように念入りに調整検査を行って出荷致しておりますが， よる電波障害問題については， JARL（日本アマチュア無線連盟）

もし万一，本機を使用して運転中に上記の電波障害を生じた場合に ではアマチュア局側の申し出により，その対策と障害防止の相談

は，次の事項に注意して対処きれ，正しく楽しい運用を行なわれる を受けますので， JARLの監査指導委員または JARL事務局に申

ょうお願い致します。 し出られると良い結果が得られると思われます。 JARLではアマ・アマチュア無線局は，自局の発射する電波がテレビやラジオ， チュア局の電波障害対策の手引きとして「TV Iの対策ノート」

ステレオ等の受信や再生に障害を与えたり，障害を受けている旨 を有料（ 1部50円 干60円）で配布しておりますから， JARL事務

の連絡を受けた場合には，電波法令（運用規則258条）に従ってた 局に申し込まれるのも良いと思います。

だちに電波の発射を中止し障害の程度，有無を確認してください。 日本アマチュア無線連盟（JARL)

通 常VH F帯機器では一般放送用ラジオに対する混信妨害は殆ど 東京都豊島区巣鴨 1-14-2 

見受けられません。 電話番号 {03）倒4一回11代

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，送信 干 170

側の原因が受信側の原因が大体の見極めをつける必要があります。

見極めをつける場合にはかなり専門的知識を要する場合もあります

ので，次のようにして処置を取られるのも一方法と思います。
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表 6.日本における VHFテレビ放送のチャンネル

チャンネ／レ 周波数範囲 映像周波数 音声周波数

lch 90～ 96MHz 91.25MHz 95.75MHz 

2ch 96～ 102 II 97.25 II 101.75 II 

3ch 102～ 108 II 103.25 II 107.75 II 

4ch 170-176 II 171.25 II 175.75 II 

5ch 176-182 II 177. 25 II 181.75 II 

6ch 182～ 188 II 183.25 II 187. 75 " 

7ch 188～ 194 " 189.25 II 193.75 II 

8ch 192～ 198 II 193.25 II 197.75 II 

9ch 198-204 II 199.25 II 203. 75 II 

lOch 204～ 210 II 205.25 II 209.75 II 

llch 210-216 II 211. 25 II 215.75 II 

12ch 216-222 II 217.25 II 221. 75 II 

表 7. 日本における UHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 チャンネノレ 周波数範囲

13ch 470-476MHz 38ch 620～ 626MHz 

14ch 476～ 482 II 39ch 626～ 632 II 

15ch 482～ 488 " 40ch 632-638 II 

16ch 488～ 494 II 4lch 638-644 II 

17ch 494-500 II 42ch 644-650 II 

18ch 500-506 II 43ch 650～ 656 II 

19ch 506～ 512 II 44ch 656～ 662 II 

20ch 512～ 518 II 45ch 662～ 668 II 

2lch 518～ 524 II 46ch 668-674 II 

22ch 524～ 530 II 47ch 674～ 680 II 

23ch 530-536 II 48ch 680～ 686 II 

24ch 536～ 542 II 49ch 686～ 692 II 

25ch 542～ 548 " 50ch 692-698 II 

26ch 548-554 II 51ch 698～ 704 II 

27ch 544～ 560 II 52ch 704～ 710 II 

28ch 560-566 II 54ch 710-716 II 

29ch 566-572 II 54ch 716～ 722 II 

30ch 572-578 II 55ch 722～ 728 II 

3lch 578-584 II 56ch 728-734 II 

32ch 584～ 590 II 57ch 734～ 740 II 

33ch 590-596 II 58ch 740～ 746 II 

34ch 596～ 602 II 59ch 746-752 II 

35ch 602-608 II 60ch 752～ 758 II 

36ch 608-614 II 6lch 758-764 II 

37ch 614～ 620 II 62ch 764-770 II 

9 ． 回路構成

6. 1 ブロックダイヤグラム

TS 770のブロックダイヤグラムを32頁に示します。

各回路は，動作区分ごとにユニット化され，プリント配線となっ

ています。

送，受信の主な構成は，次のようになっています。

f S SB 1 
受信部｛ ｝ダブルスーパー

lFM J 

( S SB フィルタ一式平衡変調

IFM 可 変 1）アクタンス直接変調
送信部｛

l cw ブロックバイアスキーイング方式
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回路図（RFユニット〉
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総合回路図
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内部部品配置図

PLLユニット Ass’y
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下側

デジタルユニット
（×54 1460-00) 

AVRユニット
(X43一1310-00)

144ファイナルユニット

（×56一1310-00)
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AF、VRユニット

( X53-I 090-00) 
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TS-770定格
〔一般仕様〕

使用半導体数 FE  T 31 

トランジスタ 159 

IC 63 

ダイオード 223 

送受信周波数 144～ 146MHz

マイクロホン

入 力インピーダンス 500-600.0

送信周波数特性（SSB) 400～ 2600Hz( -9 dB) 

消 費 電 力送信時最大 130W(AC100V),

6 A (DC13.8V) 

受信無信号時 45W(AClOOV), 

l.5A(DC13.8V) 

〔受信部〕

受 信 方 式ダブルスーパーヘテロダイン

中間周波数第1IF 21.6MHz 

第 2IF SSB, C W  8. 83MHz 

430-440MHz 

電波型式 A1, A3i, F3 

電源電圧 AClOOV 50/60Hz 

DC12V～ 16.0V 

（基準電圧 DC13.8V)

寸 法幅290(305）×高き 124(140)
（ ）内は突起物を含む最大寸法

×奥行320(380)

〔送信部〕

送信 出 f尺

11 FM 455KHz 

感 度 SSB, CW: 0.25μV入力にてSIN

lOdB以上

FM : lμV入力にて SIN30dB以上

20dB雑音抑圧感度 0.4μV以下

度 SSB, C W  2.4kHz以上（ 6dB) 

4.8kHz以下（－60dB)

FM 12kHz以上（－ 6 dB) 

24kHz以下（-60dB) 

,g:;, 
Jι 信

重 量約11.0kg 

力 SSB,CW,FM lOW(HI時）選

約 1W(FM LOW時）

空中線インピーダンス (144, 430MHz共） 50.0 

搬送波抑圧比 40dB以上

側帯波抑圧比 40dB以上

不 要轄射強度 60dB以下

スケルチ感度 0.25μV以下

低 周 波 出 力 2.5W以上（10%歪率ィ 4.0負荷時）

（但しFMLOW時は－40dB以下）

最大周波数偏差± 5 kHz 

変 調 方 式 SSB 平衡変調

1.5W以上(10%歪率， 8.0負荷時）

低周波負荷インピーダンス 4～ 8.0 

FM 可変リアクタンス直接変調 ．定格は，技術開発にともな L、，予告なく変更することがあります。

③'TR.IO 
・トリオ株式会社

本 社 東京都目黒区青葉台 3の 6の 17 干 153 電話（03)(464)2611（大代表）

．お買い上げ後のサービスのご相談は，保証書に記載されているもよりの各サービス窓口また

は購入店をご利用ください。

。8491PRINTED IN JAPAN B50-2601-00(G) 

③
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